
はじめに

大学２年生のとき、学科のゼミで、自分のホームページを日本
語とドイツ語で作る機会がありました。そのときに初めてドイツ
語を世間に発信したように思います。ホームページを公開すると
いうことは、世界中の不特定多数の人に見られる（見てもらえる）
のだ、ということを強く実感しました。それからさまざまな試行
錯誤を経て、2000年にウェブ版の「ドイツ語質問箱」を開設し、
今に至ります。
私自身、学習者の方から質問をいただき、それに答えることで、

ドイツ語に対する自分の理解を客観的に評価することができ、す
ぐに答えられない質問についてはたくさん調べ、知識も深まりま
した。
この「ドイツ語質問箱」開設は、私の専門が言語学ということ

もあり、文法規則を単に “そうだから覚えましょう” で済ませ
るのではなく、“なぜそうなっているのか” についてあれこれ考
えるよい機会になりました。
本書は、その「ドイツ語質問箱」に寄せられた質問と回答を集

めたものです。ここで培った知識は、２期にわたり担当した
NHKラジオ講座「まいにちドイツ語」応用編『ドイツ語発見の旅』
にも活かされています。ドイツ語について、これだけの質問が寄
せられる、ということを考えてみると、それだけドイツ語が奥深
く、面白い、ということになるのかもしれません。
本書に収録されている、ドイツ語学習中の方々からの生の質問

を見ていただいて（著者もまだドイツ語学習の途上です）、“自分
も同じことを疑問に思っていた” とか “それは疑問に思ったこ
とがなかったけど、言われてみると不思議だな” というような、
ドイツ語のいろいろな側面に触れ、楽しんでいただければ幸いで
す。本書の刊行に際し、白水社の岩堀雅己氏と、いまこうして本
書を手に取ってくださっている皆様に深く感謝を申し上げます。
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